
   ２０１6 年度 

第４４回北海道学生アーチェリー 

    冬季インドア大会 

    実施仮要綱 

    

 
日時  ２０１７年２月１９日  場所 北海道大学第二体育館 

         

 

     主催 北海道学生アーチェリー連盟 

   

                     

                        

                        

      



 

 

大会役員         競技役員 

大会会長 松木 けんこう         審判長     倉知 敏博 

大会副会長 伊藤 献一            ＤＯＳ     内山 心夢 

大会参与 伊藤 献一   競技委員長   髙木 洋旗 

大会委員長   辻  友穂           審判員     競技係員 

大会副委員長 金子 拓実           放送      競技係員 

大会総務 内山 心夢           計時      競技係員 

審判部  髙木 洋旗      記録補助員   記録係員 

大会記録 西本 成輝 

大会財務 森明 竜馬    

大会技術 内山 心夢 

報道写真 氷見谷 馨     

資材管理     長谷川 俊介 

大会進行    高橋 由也 

    

 

 

    タイムスケジュール 

９：１５ 受付    １１：３０ 行射・１８m 

９：３０ 開会式    １３：００ 昼休み・予備時間 

９：４５ 用具検査   １３：４５ 男女準々決勝 

９：５０ 試射    １４：１５   男女準決勝 

１０：００ 行射・１８m   １４：４５   男女決勝 

                        １５：１５   閉会式 

                            

                           

      

 

 



 

 

式次第 

  ―開会式―   ―閉会式― 

  １．選手整列   １．選手整列 

  ２．開会宣言   ２．成績発表 

  ３．国旗連盟旗掲揚  ３．表彰 

  ４．大会会長挨拶  ４．大会副会長挨拶 

  ５．大会委員長挨拶  ５．大会副委員長挨拶 

  ６．射場長注意   ６．国旗連盟旗後納 

  ７．選手宣誓   ７．大会講評 

  ８．選手解散   ８．閉会宣言 

      ９．選手解散 

 

 

競技上の注意！ 

・ 競技は，全日本学生アーチェリー連盟競技規則に従って行う。 

・ 標的は，縦三つ目的を使用する。 

・  選手の受付は、２０１３年度全日本アーチェリー連盟会員証により行う。 

・ １８ｍの距離を行射する。 

・  的中工は、全標的について採用する。 

・ ＳＬ前方に３ｍラインを設けて，打ち損じ矢の対処をする。 

 

＜１８ｍインドアターゲットラウンド（予選ラウンド）＞ 

・ １８ｍインドアターゲットラウンド（６０射）で行う。 

・ 試射は２分３射を２回行う。 

・ 試射の立ち順は ABC‐DEF矢取り ABC‐DEF矢取りの順序で行う。 

・ 行射の立ち順は ABC‐DEF矢取り DEF‐ABC矢取りの順序で行う。 

・ 行射は信号機とデジタル時計・ブザー・旗で管理する。 

・ 決勝ラウンドには，男子１６名，女子８名が進出する。 

 

 

 

 



 

 

＜アトラクション（決勝ラウンド）＞ 

・ 決勝ラウンドは１対１のトーナメントで，男子８名，女子８名はトーナメント

表に従って振り分けられる。 

・ 予選順位決定において，同順位となった場合は，１０点数・９点数の順に多い

者が上位となる。ただし，男子１６位・女子８位の選手が同点の場合は，１射

４０秒のシュートオフを行う。シュートオフは最高 1 回までとし，同点の場合

は中心に近い矢の選手を上位とする。それでも決まらない場合は，中心に近い

矢のシュートオフを決まるまで続ける。 

・ シュートオフは縦三つ目的の真ん中の的に行射する. 

・ 弓具破損による処理時間は 1５分間とする． 

・  シューティングライン前方の位置に 3mラインを設ける． 

・ その他に関しては、全日本学生アーチェリー連盟競技規則に従って行う． 

・ 1回戦、準々決勝、準決勝、3位決定戦においては、１セットにつき 2分 3射の

一斉打ち、計 4セット行うものとする．  

・  優勝決定戦では、3 射５セットを 1 射 20 秒の交互射ちで行い、勝敗を決する．

また、先行後攻は予選ラウンドの上位者が、第１セットの行射順序を決定し、

次のセット以降、合計ポイントの低い競技者が先に行射する．両者が同点の場

合は第１セット先射ちの競技者が先に行射する． 

・ 1回戦、準々決勝、準決勝、3位決定戦において、点数が同点の場合は、制限時

間 40 秒で、1 射のシュートオフを最大１回まで行う．これでも勝敗が決定しな

い場合は、中心に近い矢の選手を勝利とする．この時、行射は同時に行われる． 

・ 優勝決定戦においてポイントが同点の場合は、制限時間 20秒で、１射のシュー

トオフを最大１回まで行う．これでも勝敗が決定しない場合は、中心に近い矢

の選手を勝利とする．それでも決まらない場合は、中心に近い矢のシュートオ

フを決まるまで続ける．この時、行射は第 1セットの競技順に交互に行われる． 

・ 決勝ラウンドでは競技者の弓具破損による延長時間は与えられない． 

・  シューティングライン前方の位置に 3ｍラインを設ける． 

・  その他に関しては全日本アーチェリー連盟競技規則に従って行う． 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

・追記 

＠アローには、必ず名前を明記してください。 

＠予選ラウンドにおける、用具破損の修復時間は、１５分とします。 

＠センターロッドを床につける選手は、雑巾またはそれの代わりになるものを持参し、そ

の上に置くようにして下さい。また、体育館に傷などつかないよう、施設は綺麗に使用

して下さい。 

＠射場近辺は、食・喫煙は禁止です。喫煙は、専用スペースにてお願いいたします。 

＠参加費は、一選手２５００円となります。 

＠競技規則を通読し、無用のトラブルは避けてください。 

＠競技規則の変更により、弓具の破損が激しい場合は行射をとりやめ、別途昼休みに行射

時間を取ります。 


